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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 152,771 22.8 14,213 21.4 15,266 25.4 9,519 33.7

2021年3月期第3四半期 124,399 △11.7 11,712 △24.7 12,177 △25.1 7,117 △29.2

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　14,187百万円 （130.7％） 2021年3月期第3四半期　　6,148百万円 （△36.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 145.78 145.73

2021年3月期第3四半期 109.01 108.97

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 222,934 156,531 62.8

2021年3月期 207,363 150,505 65.0

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 140,073百万円 2021年3月期 134,780百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 49.00 ― 58.00 107.00

2022年3月期 ― 50.00 ―

2022年3月期（予想） 58.00 108.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 200,000 14.5 21,000 16.7 21,400 16.1 13,000 20.8 199.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規　１社　（社名）　Adtek Consolidated Sdn. Bhd

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.７ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更） 」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 67,590,664 株 2021年3月期 67,590,664 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 2,289,447 株 2021年3月期 2,297,405 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 65,297,371 株 2021年3月期3Q 65,293,601 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P.３「1.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

(四半期決算補足説明資料の入手方法)

　四半期決算補足説明資料はTDnetで同日開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経営環境は、日本国内においては、ワクチン接種率の上

昇もあり新型コロナウイルス感染症の感染者数が減少に転じ、景気の後退から持ち直しの動きが見られました。

また、アジア・オセアニア地域の経済につきましては、中国など一部の国と地域では回復基調で推移し、厳しい

状況にあったインドネシアやタイなどでも持ち直しの動きが見られました。しかしながら、原材料価格の高騰や

オミクロン株の世界的な感染拡大により、国内外ともに先行きは依然として不透明な状況です。

　国内建設市場においては、住宅着工は、持家や貸家および一戸建ての着工が増加し、持ち直しの動きが見られ

ました。非住宅関連においては、事務所、店舗、工場、倉庫、医療・福祉施設などの着工面積が増加し、全体と

しても前年を上回りました。

　このような経営環境の下、当社グループは、中期経営計画「Change＆Grow２４００」の方針に基づき、非建設

分野向け事業および海外事業の強化、社会課題の解決に貢献する商品群の拡充、利益基盤および経営基盤の強化

などを推進いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高152,771百万円（前年同期比22.8％増）、営業利益

14,213百万円（同21.4％増）、経常利益15,266百万円（同25.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

9,519百万円（同33.7％増）となりました。

　セグメントの業績については次のとおりであります。なお、セグメント間の内部売上は除いております。

（化成品セグメント）

　接着剤系商品は、国内においては、集成材用接着剤、合板用接着剤、産業用フェノール樹脂が好調で売上が前

年を上回りました。海外においては、中国、ベトナム、タイを中心に販売量が伸長し、売上を伸ばすことができ

ました。

　建設樹脂系商品は、橋梁・土木用の補修・補強材が低調に推移したものの、外装・内装仕上塗材「ジョリパッ

ト」や工場・倉庫向けの塗り床材が好調に推移し、売上を伸ばすことができました。

　非建設分野への取り組みとして注力している機能材料事業につきましては、国内会社においては、電子機器関

連用途のUV樹脂、工業用の有機微粒子、紙・粘着剤・繊維用途のアクリル・コンパウンド製品などが好調で、売

上を伸ばすことができました。エバモア・ケミカル・インダストリー社につきましては、テキスタイル用途やス

ポーツシューズ用途のウレタン樹脂などが伸長し、売上が前年を上回りました。

　このような結果、売上高は86,912百万円（前年同期比33.3％増）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）は

5,413百万円（前年同期比9.5％増）となりました。

（建装建材セグメント）

　メラミン化粧板は、国内においては、教育施設、店舗などの需要を獲得し、抗ウイルスメラミン化粧板「アイ

カウイルテクト」など特長のある商品が好調で、売上が前年を上回りました。また、海外においては、中国、イ

ンド、タイを中心に売上を伸ばすことができました。

　ボード・フィルム類は、汎用的なポリエステル化粧合板や、粘着剤付化粧フィルム「オルティノ」などが好調

で、売上が前年を上回りました。

　メラミン不燃化粧板「セラール」は、住宅のキッチンパネル用途、教育施設、商業施設、飲食店などの需要を

獲得するとともに、抗ウイルスメラミン不燃化粧板「セラールウイルテクト」の採用が拡大し、売上が前年を上

回りました。

　不燃建材は、非住宅向けの不燃ボード「マーレス不燃」などが低調で、売上が前年を下回りました。

　カウンター・ポストフォーム商品は、キッチン・洗面カウンター需要を獲得した高級人造石「フィオレストー

ン」や住宅・公共施設用途のポストフォームカウンターが好調で、売上が前年を上回りました。

　建具・インテリア建材は、住宅向け洗面化粧台「スマートサニタリー」が好調で売上を伸ばしましたが、非住

宅施設向けトイレブースの低迷や不採算事業の見直しにより、売上が前年を下回りました。

　このような結果、売上高は65,859百万円（前年同期比11.3％増）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）は

11,294百万円（前年同期比29.0％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は136,059百万円となり、前連結会計年度末に比べ9,590百万

円増加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が7,154百万円、商品及び製品が4,505百万円、原材料及

び貯蔵品が4,339百万円増加したことに対し、現金及び預金が6,374百万円減少したことによるものでありま

す。固定資産は86,875百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,980百万円増加いたしました。これは主に有形

固定資産が4,538百万円、無形固定資産が1,168百万円増加したことによるものであります。

　この結果、総資産は、222,934百万円となり、前連結会計年度末に比べ15,571百万円増加いたしました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は55,226百万円となり、前連結会計年度末に比べ7,701百万円

増加いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が5,338百万円、有償支給取引に関する負債が1,895百万

円、短期借入金が1,790百万円、電子記録債務が1,650百万円増加したことに対し、未払法人税等が2,533百万円

減少したことによるものであります。固定負債は11,176百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,842百万円増

加いたしました。

　この結果、負債合計は、66,403百万円となり、前連結会計年度末に比べ9,544百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は156,531百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,026百

万円増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益が9,519百万円、剰余金の配当が7,054

百万円となったことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は62.8％（前連結会計年度末は65.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績は概ね計画している数字で推移しているもの

の、国内外における新型コロナウイルス感染症の再拡大や原材料高騰など不透明な部分もあり、2021年４月30日

公表の業績予想に変更はありません。今後の景気の動向によって通期の業績見込みについては見直しが必要と判

断した場合には速やかに開示いたします。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 42,420 36,045

受取手形及び売掛金 57,892 65,046

商品及び製品 9,537 14,042

仕掛品 1,064 1,469

原材料及び貯蔵品 7,584 11,924

その他 8,582 8,214

貸倒引当金 △612 △683

流動資産合計 126,468 136,059

固定資産

有形固定資産 50,750 55,288

無形固定資産

のれん 4,589 5,640

その他 7,931 8,048

無形固定資産合計 12,520 13,689

投資その他の資産

その他 17,635 17,898

貸倒引当金 △12 △1

投資その他の資産合計 17,623 17,897

固定資産合計 80,894 86,875

資産合計 207,363 222,934

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 23,469 28,808

電子記録債務 4,887 6,538

短期借入金 6,015 7,805

未払法人税等 3,428 894

賞与引当金 2,090 1,427

有償支給取引に係る負債 － 1,895

その他 7,633 7,856

流動負債合計 47,524 55,226

固定負債

長期借入金 1,255 2,154

退職給付に係る負債 1,486 1,558

その他 6,591 7,464

固定負債合計 9,333 11,176

負債合計 56,858 66,403

純資産の部

株主資本

資本金 9,891 9,891

資本剰余金 13,280 13,294

利益剰余金 110,563 113,041

自己株式 △2,011 △2,150

株主資本合計 131,724 134,077

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,594 4,379

繰延ヘッジ損益 △0 2

為替換算調整勘定 △1,512 1,346

退職給付に係る調整累計額 △26 266

その他の包括利益累計額合計 3,055 5,995

新株予約権 27 23

非支配株主持分 15,697 16,434

純資産合計 150,505 156,531

負債純資産合計 207,363 222,934

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 124,399 152,771

売上原価 89,659 113,613

売上総利益 34,740 39,158

販売費及び一般管理費 23,027 24,944

営業利益 11,712 14,213

営業外収益

受取利息 145 133

受取配当金 307 341

投資有価証券売却益 556 164

その他 754 744

営業外収益合計 1,764 1,384

営業外費用

支払利息 137 157

売上割引 103 －

納期遅延賠償金 552 －

その他 505 174

営業外費用合計 1,299 332

経常利益 12,177 15,266

特別損失

事業再構築費用 273 122

特別損失合計 273 122

税金等調整前四半期純利益 11,904 15,143

法人税、住民税及び事業税 4,085 4,231

法人税等調整額 △22 593

法人税等合計 4,062 4,825

四半期純利益 7,841 10,318

非支配株主に帰属する四半期純利益 724 798

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,117 9,519

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 7,841 10,318

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 768 △215

繰延ヘッジ損益 △19 3

為替換算調整勘定 △2,411 3,758

退職給付に係る調整額 △25 292

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 29

その他の包括利益合計 △1,693 3,868

四半期包括利益 6,148 14,187

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,024 12,458

非支配株主に係る四半期包括利益 124 1,728

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

（１）有償支給取引に係る収益認識

買戻契約に該当する有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品について棚卸

資産を引き続き認識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について「有償支給取

引に係る負債」を認識しております。

（２）代理人取引に係る収益認識

一部の取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、顧客への

財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕

入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。

（３）変動対価が含まれる取引に係る収益認識

顧客との契約における対価に変動対価が含まれている場合には、変動対価に関する不確実性がその後に解

消される際に、認識した収益の累計額の重大な戻入が生じない可能性が非常に高い範囲でのみ、取引価格に

含めております。そのため、従来は営業外費用として計上していた売上割引を売上高から控除しておりま

す。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。なお、第１四半

期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額はありません。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、商品及び製品が1,081百万円、原材料及び貯蔵品が787百万

円、仕掛品が26百万円、有償支給取引に係る負債が1,895百万円それぞれ増加しており、また、当第３四半期累

計期間において、売上高は527百万円、営業利益は114百万円それぞれ減少しておりますが、税金等調整前四半期

純利益に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２化成品 建装建材 計

売上高

外部顧客への売上高 65,213 59,186 124,399 － 124,399

セグメント間の内部売上高又は

振替高
1,713 － 1,713 △1,713 －

計 66,926 59,186 126,113 △1,713 124,399

セグメント利益 4,945 8,755 13,700 △1,987 11,712

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２化成品 建装建材 計

売上高

外部顧客への売上高 86,912 65,859 152,771 － 152,771

セグメント間の内部売上高又は

振替高
1,807 － 1,807 △1,807 －

計 88,719 65,859 154,579 △1,807 152,771

セグメント利益 5,413 11,294 16,708 △2,494 14,213

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,987百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,989百万円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理部門（人事、総務、経理部

門等）に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重

要な見直しが反映された後の金額により開示しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△2,494百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,495百万円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理部門（人事、総務、経理部

門等）に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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